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効率的・効果的な
行財政運営を！！

­２­

平
成
23
年
９
月
定
例
会
・
本
会
議

監
査
委
員
か
ら
、
一
般
会

計
歳
入
は
、
対
前
年
比
５
．

23
％
と
減
収
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
、地
方
税
、国
庫
支
出

金
、
町
債
等
の
減
収
に
よ
る

も
の
で
、
自
主
財
源
で
あ
る

町
税
は
、
景
気
低
迷
等
に
よ

る
個
人
所
得
の
低
下
に
伴
う

町
民
税
の
減
収
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

町
税
全
体
で
は
前
年
度
に

比
較
し
て
、
率
に
し
て
９
．

53
％
の
減
収
、
歳
入
合
計
に

お
け
る
自
主
財
源
比
率
は
、

歳
入
全
体
の
減
収
か
ら
30
．

８
％
と
、前
年
度
よ
り
２
．２

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。

今
後
、
自
主
財
源
を
中
心
と

す
る
歳
入
の
強
化
を
図
る
一

方
で
、
事
業
の
見
直
し
等
を

行
う
中
で
歳
出
面
の
抑
制
も

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

指
摘
。

歳
出
は
、
地
域
活
性
化
・

経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
、

地
域
活
性
化
補
助
金
等
を
受

け
実
施
し
た
、
保
育
所
改
修

工
事
、
い
き
い
き
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
、
町
道

改
良
工
事
、
町
営
入
田
団
地

下
水
道
接
続
工
事
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
導
入
、
公

用
自
動
車
購
入
な
ど
、
町
の

財
政
負
担
等
に
配
慮
し
積
極

的
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
評

価
で
き
る
。

さ
ら
に
は
、
健
全
化
判
断

比
率
等
の
財
政
運
営
の
健
全

化
を
示
す
指
標
も
、
困
難
な

社
会
情
況
に
あ
り
な
が
ら
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
安
定
し

た
数
値
を
維
持
し
て
お
り
、

健
全
な
財
政
運
営
の
結
果
と

思
わ
れ
る
。

今
後
も
、
町
民
の
福
祉
の

向
上
の
た
め
、
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
職
員
一
丸
と
な
っ

決
算
審
査
の
結
果
、
各
会

計
の
決
算
書
及
び
付
属
書

は
、
い
ず
れ
も
関
係
法
令
に

準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、

計
数
は
正
確
で
内
容
も
適
正

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

今
後
の
財
政
運
営
は
、
社

会
・
経
済
の
構
造
変
化
に
柔

軟
に
対
応
し
た
事
業
の
選
択

と
財
源
の
配
分
を
行
い
、
効

率
的
・
効
果
的
な
行
財
政
運

営
を
進
め
、
町
民
福
祉
の
増

進
と
、
本
町
の
め
ざ
す
将
来

像
を
実
現
す
る
た
め
、
各
種

施
策
の
推
進
に
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
を
傾
注
さ
れ
る
よ
う
望
む

主
な
監
査
意
見

一
般
会
計

歳
入
は
、
前
年
度
に
比
較

す
る
と
約
１
億
２
千
４
百
万

円︵
５
．23
％
︶の
減
収
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
地
方

税
、国
庫
支
出
金
、町
債
等
の

減
収
に
よ
る
も
の
で
、
自
主

財
源
で
あ
る
町
税
収
入
は
、

景
気
低
迷
等
に
よ
る
個
人
所

得
の
減
少
、
町
税
全
体
で
は

前
年
度
に
比
較
し
て
約
４
千

４
百
万
円︵
９
．53
％
︶の
減

収
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、町

税
に
係
る
不
納
欠
損
処
分
は
、

適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
も

の
と
認
め
ら
れ
る
が
、
税
の

公
平
負
担
を
期
す
る
う
え
か

ら
も
、
不
納
欠
損
処
分
に
至

る
ま
で
に
徹
底
し
た
調
査
、

管
理
、督
促
を
行
い
、処
分
に

当
た
っ
て
は
今
後
も
厳
正
に

対
処
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

歳
出
は
、
地
域
活
性
化
・

経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金

等
を
受
け
実
施
し
た
、
保
育

所
改
修
工
事
、
い
き
い
き
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

な
ど
、
町
の
財
政
負
担
等
に

配
慮
し
積
極
的
に
実
施
さ
れ

た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

を
中
心
に
収
入
未
済
額
が
、

依
然
と
し
て
増
加
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
引
き
続
き
滞
納

者
に
対
す
る
積
極
的
な
納
税

指
導
や
実
態
調
査
を
行
う
な

ど
滞
納
整
理
に
取
組
む
よ
う

願
う
。

ま
と
め

本
町
の
健
全
化
判
断
比
率

及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い

て
は
、
国
で
示
す
早
期
健
全

化
基
準
を
下
回
り
、
健
全
な

財
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
特
別
会
計
へ
の
多

額
の
繰
り
出
し
や
実
質
公
債

費
比
率
の
上
昇
等
、
懸
念
さ

れ
る
材
料
も
い
く
つ
か
確
認

で
き
る
た
め
、
こ
れ
ら
健
全

化
の
指
標
も
念
頭
に
、
特
別

会
計
等
の
財
務
状
況
に
も
注

意
を
払
い
、
町
全
体
と
し
て

財
政
の
健
全
化
に
努
め
ら
れ

た
い
。

一般会計賛成討論

佐藤 勝男 議員

各種補助金を活用し
　　事業展開を図る
各種補助金を活用し
　　事業展開を図る
各種補助金を活用し
　　事業展開を図る

監査委員報告

渡邊  隆 監査委員

て
、
適
格
・
適
正
な
財
政
運

営
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
要
望
す
る
。

滞納者に対し、積極的な
　　納税指導等を
滞納者に対し、積極的な
　　納税指導等を
滞納者に対し、積極的な
　　納税指導等を

効率的・効果的な
行財政運営を！！
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町民一人あたり
このように

使われました

平成22年度

一般会計決算

物 件 費

8万5,672円
（4億0,549万円）

一般事務経費、臨時職
員賃金、業務委託費等

そ の 他

8万1,787円
（3億8,710万円）
繰出金、維持補修費、
積立金、出資金等

人 件 費

主に常勤の職員の給与
町長、議員及び
各種委員等の報酬

公 債 費

3万9,702円
（1億8,791万円）

毎年度、償還すべき町債
（借金）の元金、利子

投資的経費 扶 助 費

施設措置費、各種福祉手当
医療費手当等

補助費等

他市町村との広域業務
負担、各種団体への
補助等

総額
46万2,284円
（21億8,799円）

建物の建設、

道水路整備、

大型備品の購入

7万8,097円
（3億6,963万円）

5万7,548円
2億7,237万円）

4万0,951円
（1億9,382万円）

7万8,527円
（3億7,167万円）

■基 金（貯金）残高 ３２万４,４５７円
〔１５億３,５６５万円〕

■地方債（借金）残高 ７７万２,２３３円
〔３６億５,４９８万円〕

※左記の額は一般会計のものです。
※〔   〕内はＨ２３年３月末現在人口４,７３３人
当たり額
※地方債（借金）残高には、交付税算入基礎額として
後年度に国が負担してくれる額が含まれているため、
全てが借金とはなりません。

（ ）内は平成 22年度決算額です。

各種補助で町の支出を抑え
保育所改修工事が完成

保育所改修事業費で２億３千万円
国補助金 9,568万円 　県補助金 5,105万円　その他補助金 648万円　一般会計 7,679万円

各種補助で町の支出を抑え
保育所改修工事が完成



平成22年度の8会計決算額 全 員 認 定

会     計     名

一 般 会 計
国民健康保険特別会計
老人保健法特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
介護予防支援事業特別会計
簡 易水道特別会計
下 水 道 特 別 会 計
合     計

22億6千034万円
4億6千884万円

726万円
6千790万円

2億5千677万円
67万円

8千407万円
1億7千995万円

33億2千583万円

21億8千799万円
4億6千193万円

726万円
6千789万円

2億5千070万円
64万円

7千963万円
1億7千810万円

32億3千417万円

6千336万円
691万円

0円
1万円

606万円
2万円

443万円
185万円

8千267万円

898万円
0円
0円
0円
0円
0円
0円
0円

898万円

歳 入 総 額 歳 出 総 額 平成23年度へ
繰り越す財源

実 質 収 支 額
（実際残る金額）

（千円以下は切り捨てました。）
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平
成
23
年
９
月
定
例
会
・
連
合
審
査
会

納
率
の
向
上
に
努
力
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
と
の
意
見
が

出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

保
育
料
及
び
町
営
住
宅
家
賃

等
の
不
納
欠
損
及
び
収
入
未

済
額
に
つ
い
て
も
、
努
力
し

て
い
た
だ
き
不
公
平
に
な
ら

な
い
よ
う
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

主
な
委
員
質
疑
・
歳
出

問

保
育
所
の
全
面
改
修
事

業
に
つ
い
て
、
22
年
度
で
概

ね
事
業
が
完
了
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
そ
の
支
出
に
関
す

る
詳
細
に
つ
い
て
お
答
え
い

た
だ
き
た
い
。
特
に
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
促
進
対
策

費
補
助
金
６
４
８
万
円
に
つ

い
て
は
、
保
育
所
の
太
陽
光

発
電
等
に
か
か
る
費
用
で
あ

る
こ
と
は
、
理
解
し
て
い
ま

す
が
一
般
財
源
と
国
県
等
の

補
助
金
が
ど
の
程
度
か
か
っ

た
の
か
の
内
訳
を
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

福
祉
保
健
課
長

国
補
助
金

９
千
５
６
８
万
円
県
補
助
金

５
千
１
０
５
万
円
そ
の
他
補

助
金
と
し
て
、
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
導
入
促
進
対
策
費
補

助
金
６
４
８
万
円
、
一
般
会

計
か
ら
基
金
取
り
崩
し
を
含

め
て
７
千
６
７
９
万
円
支
出

さ
れ
て
お
り
総
額
２
億
３
千

５
１
９
万
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

意
見

多
く
の
補
助
金
を
頂

き
一
般
会
計
か
ら
の
支
出
を

最
小
限
に
し
た
事
業
に
つ
い

て
、
町
の
努
力
が
評
価
で
き

る
。

主
な
委
員
質
疑
・
歳
入

問

町
税
の
不
納
欠
損
額
に

つ
い
て
は
、
昨
年
７
５
０
万

円
あ
り
ま
し
た
、
今
年
は
３

９
８
万
円
と
担
当
課
で
努
力

を
し
て
い
る
こ
と
は
充
分
承

知
し
て
お
り
ま
す
が
、
税
の

公
平
性
の
観
点
か
ら
更
に
努

力
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

収
入
未
済
額
も
３
１
６
９
万

円
と
若
干
増
え
て
い
る
傾
向

に
あ
る
の
で
、
状
況
を
勘
案

し
な
が
ら
、
更
に
納
税
率
ア

ッ
プ
に
対
し
て
努
力
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
納
税
組
合
が
平
成
22
年

度
で
補
助
金
が
終
了
と
な
り

ま
す
の
で
、
そ
の
状
況
を
勘

案
し
な
が
ら
今
後
納
税
の
意

識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、
当

然
、
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

収
納
も
力
を
入
れ
て
お
る
と

思
い
ま
す
が
、
更
な
る
納
税

率
ア
ッ
プ
の
対
応
に
つ
い
て

説
明
願
い
ま
す
。

税
務
住
民
課
長

平
成
22
年

度
は
県
下
27
市
町
村
中
10
番

目
の
徴
収
率
で
し
た
。
納
税

組
合
が
22
年
４
月
１
日
現
在

26
組
合
３
１
６
世
帯
で
あ
り

ま
し
た
が
、
今
年
の
８
月
１

日
現
在
で
６
組
合
77
世
帯
で

す
。
組
合
の
減
に
よ
り
収
納

率
の
減
に
繋
が
ら
な
い
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

意
見

口
座
振
替
の
奨
励
を

進
め
て
い
た
だ
き
、
コ
ン
ビ

ニ
収
納
を
活
用
し
な
が
ら
収

９月定例会は平成23年
９月９日に招集され、同日
に本会議、この後会期中に
連合審査会、委員会所管事
務調査、本会議が開催され、
14日間の会期をもって、22
日に閉会いたしました。町
執行部より条例１件、補正
予算４件、決算８件、同意４
件が提案され、全ての議案
が原案のとおり可決・認
定・同意されました。

9 月定例会9 月定例会9 月定例会9 月定例会平
成
22
年
度
一
般
会
計
決
算

決算認定

税金は口座振替やコンビニ収納を
活用し、収納率の向上に努力
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国
民
健
康
保
険

問

国
民
健
康
保
険
の
広
域

化
に
か
か
る
県
の
支
援
方
針

な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
、
現

在
の
状
況
は
。

税
務
住
民
課
長

当
初
県
で

は
平
成
25
年
度
に
は
広
域
化

を
推
進
す
る
予
定
で
し
た
が
、

各
市
町
村
の
税
率
の
問
題
、

収
納
率
の
問
題
や
国
に
お
け

る
高
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

設
立
問
題
等
に
よ
り
、
平
成

30
年
に
向
け
て
検
討
し
て
い

る
状
況
で
す
。

意
見

県
で
は
昨
年
度
、
支

援
方
針
を
作
成
し
て
行
く
と

の
話
し
が
あ
り
ま
し
た
が
、

遅
れ
て
い
る
状
況
で
す
の
で
、

新
し
い
流
れ
が
あ
れ
ば
的
確

に
把
握
し
て
い
た
だ
き
、
報

告
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

介
護
保
険

問

不
納
欠
損
及
び
収
入
未

済
額
の
実
態
に
つ
い
て
は
。

福
祉
保
健
課
長

普
通
徴
収

に
か
か
る
収
入
未
済
で
す
、

年
金
か
ら
引
け
な
い
小
額
受

給
者
10
人
に
よ
る
も
の
で
、

２
１
５
万
円
で
す
。内
、滞
納

繰
り
越
し
と
し
て
15
万
円
で

あ
り
、
向
う
４
年
に
渡
っ
て

７
人
。
不
納
欠
損
６
万
円
は

２
名
で
あ
り
、
死
亡
及
び
行

先
不
明
に
よ
る
不
納
欠
損
処

分
を
行
っ
た
。

意
見

一
般
の
方
々
に
ご
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

徴
収
に
向
け
て
尚
一
層
の
努

力
を
お
願
い
す
る
。

問

介
護
施
設
へ
の
出
現
率

及
び
入
所
待
ち
の
状
況
は
。

福
祉
保
健
課
長

出
現
率
に

つ
い
て
、21
年
度
末
で
は
、65

歳
以
上
の
方
が
１
，
０
６
５

人
の
内
、
要
介
護
認
定
を
受

け
た
方
が
１
２
２
人
で
出
現

率
は
11
．46
％
の
状
況
で
す
。

23
年
３
月
末
で
は
65
歳
以
上

の
方
が
１
，０
５
５
人
の
内
、

要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
が

１
３
７
人
で
出
現
率
は
12
．

99
％
と
な
り
ま
し
た
。
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者

は
、
４
月
１
日
現
在
で
32
人

の
方
が
入
所
待
ち
で
あ
り
、

特
に
大
変
な
要
介
護
度
４
・

５
の
方
が
６
名
お
り
、
自
宅

で
介
護
を
し
て
い
る
状
況
で

す
。

意
見

県
下
の
平
均
よ
り
下

回
っ
て
い
ま
す
が
、
介
護
の

大
変
な
要
介
護
度
４
・
５
の

方
６
名
が
一
日
も
早
く
入
所

出
来
る
様
に
議
会
も
協
力
す

る
の
で
、
尚
一
層
の
努
力
を

お
願
い
し
た
い
。

簡
易
水
道

問

地
方
債
の
運
営
方
法
、

入
札
の
状
況
な
ど
、
独
立
会

計
と
し
て
、
独
立
採
算
制
の

中
で
、
水
道
料
金
の
値
上
げ

に
よ
り
使
用
料
も
順
調
に
推

移
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
方

債
の
返
済
計
画
な
ど
、
今
後

の
展
望
計
画
に
つ
い
て
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
示
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

建
設
水
道
課
長

議
員
の
皆

様
に
は
後
日
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
作
成
し
て
提
示
し

ま
す
。

下
 
水
 
道

問

簡
易
水
道
と
同
様
に
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
示
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

建
設
水
道
課
長

議
員
の
皆

様
に
は
後
日
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
作
成
し
て
提
示
し
ま

す
。

決算認定
特別養護施設への
入所に努力を！！

平
成
22
年
度
特
別
会
計
決
算

寿学級の風景
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平
成
23
年
９
月
定
例
会
・
本
会
議

石田町長からの
報告

放
射
能
汚
染
の
防
止
対
策
に
万
全
を
！！

学
校
教
育
の
推
進

８
月
18
日
～
22
日
ま
で
の

５
日
間
、
中
学
生
５
人
を
含

む
、総
勢
10
人
で
、中
国
、桂

林
市
、霊
川
県
を
訪
問
し
、霊

川
県
第
二
中
学
校
の
生
徒
と

の
交
流
会
や
中
学
生
宅
の
訪

問
な
ど
の
際
に
は
、
中
学
生

同
士
の
活
発
な
交
流
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
町
と
霊
川
県
と

は
、
友
好
都
市
締
結
後
５
年

に
な
り
締
結
最
終
年
を
迎
え

て
お
り
ま
す
が
、
国
際
的
な

視
野
に
立
っ
て
活
躍
す
る
人

材
の
育
成
を
図
る
事
の
で
き

る
重
要
な
事
業
で
す
の
で
、

今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
８
月
２
日
～
５
日
ま

で
環
太
平
洋
学
生
キ
ャ
ン
プ

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
の
交
流
事

業
を
、
実
行
委
員
会
を
中
心

に
実
施
し
ま
し
た
。

保
健
・
医
療
の
充
実

救
急
医
療
体
制
の
充
実
強

化
を
図
る
た
め
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
離
発
着
場
を
町
民
グ
ラ

ン
ド
・
西
桂
小
学
校
グ
ラ
ン

ド
・
西
桂
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

の
３
か
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

高
齢
者
・
障
害
者

福
祉
の
充
実

今
年
度
は
第
５
期
介
護
保

険
事
業
計
画
書
を
作
成
し
、

計
画
策
定
懇
話
会
を
開
催
し
、

保
険
料
を
含
ん
だ
３
カ
年
の

計
画
書
を
決
定
し
ま
す
。

道
路
交
通
網
・
公
共

交
通
体
系
の
確
立

町
内
橋
梁
の
長
寿
命
化
は
、

計
画
を
策
定
し
た
後
に
、
審

議
会
を
発
足
し
内
容
の
検
討

を
行
い
、計
画
的
に
補
修
、補

強
等
を
実
施
し
ま
す
。

去
る
３
月
１
日
に
認
可
さ

れ
た
﹁
富
士
吉
田
北
部
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
﹂

は
、
年
内
に
詳
細
設
計
に
入

り
、
県
道
富
士
吉
田
西
桂
線

の
整
備
と
一
体
的
に
整
備
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

緑
と
水
に
親
し
む

空
間
の
形
成

今
年
度
も
山
梨
県
緊
急
雇

用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金

事
業
の
補
助
金
を
活
用
し
、

ク
マ
ガ
イ
草
群
生
地
の
整
備

や
、
倉
見
山
散
策
路
の
保
全

管
理
を
行
い
休
憩
所
等
の
整

備
を
実
施
し
ま
す
。

環
境
保
全
・
循
環
型

社
会
の
構
築

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
に
伴
う
放
射
線
の

影
響
に
つ
い
て
、
県
内
全
市

町
村
の
調
査
が
行
わ
れ
、
当

町
で
は
西
桂
小
学
校
校
庭
及

び
西
桂
保
育
所
園
庭
が
測
定

さ
れ
、
１
時
間
当
た
り
の
放

射
線
量
率
は
小
学
校
が
０
．

０
７
７
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル

ト
・
保
育
所
が
０
．
０
５
８

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
、

こ
の
数
値
は
国
等
が
示
す
安

全
基
準
内
で
あ
り
、
即
日
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ

れ
ま
し
た
。
町
も
携
帯
型
放

射
線
測
定
器
を
購
入
し
、
学

校
な
ど
の
人
が
集
ま
る
箇
所

を
中
心
に
数
値
を
測
定
し
、

そ
の
結
果
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
随
時
公
開
し
ま
す
。

水
道
・
下
水
道

事
業
の
推
進

水
道
水
も
本
年
３
月
と
６

月
の
２
回
の
検
査
を
実
施
し
、

放
射
性
物
質
は
不
検
出
と
な

っ
て
い
ま
す
。今
後
は
、３
ヵ

月
に
一
度
、
定
期
的
に
放
射

能
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

農
林
業
の
振
興

西
桂
町
教
育
フ
ァ
ー
ム
事

業
と
し
て
、
幼
少
期
の
野
菜

嫌
い
の
解
消
や
基
本
的
な
経

済
の
仕
組
み
を
教
え
る
た
め
、

西
桂
保
育
所
年
長
児
を
対
象

に
、
三
ツ
峠
生
産
者
組
合
よ

る
農
業
体
験
や
保
育
所
に
お

い
て
子
供
た
ち
に
よ
る
夕
市

を
実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、児

童
館
ア
グ
リ
キ
ッ
ズ
事
業
と

し
て
、
西
桂
町
児
童
館
ひ
よ

こ
学
級
の
３
歳
未
満
を
持
つ

親
子
を
対
象
に
農
業
体
験
を

行
い
、
野
菜
の
栽
培
の
仕
方

や
食
の
安
全
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。

ま
た
、
遊
休
農
地
解
消
事

業
は
、
今
年
も
県
緊
急
雇
用

創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金
事

業
の
補
助
金
を
受
け
て
実
施

し
て
お
り
、
地
図
及
び
現
地

調
査
、
遊
休
農
地
の
所
有
者

に
対
し
来
年
以
降
の
耕
作
状

況
に
つ
い
て
意
向
を
確
認

し
、
来
年
以
降
に
耕
作
す
る

土
地
90
筆
63
，
１
７
１
㎡
に

つ
い
て
草
刈
・
抜
根
・
耕

運
・
景
観
作
物
等
の
種
蒔
作

業
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
事
業
に
よ
り
、
農
地

を
利
用
し
て
シ
ニ
ア
層
の
余

暇
活
動
や
都
市
部
住
民
に
よ

る
農
業
振
興
策
を
展
開
さ

せ
、
農
地
の
有
効
利
用
を
図

り
ま
す
。

ドクターへりの離発着場



西桂町長の公職選挙法違反嫌疑究明
のための調査特別委員会を設置

­７­

平
成
23
年
９
月
定
例
会
・
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長
に
滝
口
新
一
朗
議
員
副
委
員
長
に
瀧
口

幸
男
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

調
査
活
動
日
時
は
平
成
23
年
９
月
９
日
及
び
９

月
16
日
並
び
に
10
月
28
日
の
３
日
間
で
す
。
９
月

の
２
回
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

西
桂
町
長
の
公
職
選
挙
法
違
反
嫌
疑

究
明
の
た
め
の
調
査
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た

調
査
結
果

こ
の
調
査
特
別
委
員
会
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
本
町
の

行
政
事
務
の
根
幹
と
な
る
事

務
調
査
で
あ
り
司
直
の
捜
査

の
進
展
を
見
極
め
な
が
ら
所

期
の
目
的
達
成
の
た
め
、
一

日
も
早
く
真
相
を
明
ら
か
に

し
て
、
町
の
行
政
事
務
を
正

常
に
戻
し
、
調
整
発
展
さ
せ

て
行
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
置
さ
れ
、
多
く
の
ご
意
見

を
お
聞
き
し
て
き
ま
し
た
。

審
査
の
中
で
、
町
長
よ
り
、

﹁
妻
が
独
自
の
判
断
で
送
っ

た
こ
と
、
私
は
全
く
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
、
送
り
先
は
家

族
ぐ
る
み
の
お
付
き
合
い
を

し
て
い
る
友
人
、妻
、私
の
友

人
で
あ
る
こ
と
。
妻
も
私
も

公
職
選
挙
法
で
政
治
家
の
お

中
元
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
よ

う
な
事
態
に
な
り
深
く
反
省

し
て
い
る
こ
と
、
町
民
の
負

託
を
受
け
た
も
の
と
し
て
今

後
も
職
務
を
全
う
し
た
い
と

考
え
て
い
る
こ
と
、
警
察
の

捜
査
が
現
在
も
行
わ
れ
て
お

り
、
捜
査
に
影
響
を
与
え
か

ね
な
い
た
め
公
の
場
で
は
明

ら
か
に
で
き
な
い
こ
と
も
あ

る
こ
と
、
捜
査
に
は
あ
り
の

ま
ま
を
お
話
し
て
い
る
こ
と
。

今
後
、
司
直
の
判
断
が
な
さ

れ
た
時
点
で
町
長
の
見
解
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
ど
が

話
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
10
月
28
日
開
催
の
委
員
会

調
査
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

主
な
質
問

９
月
16
日
の
調
査
特
別
委

員
会
で
町
長
よ
り
、
７
月
28

日
に
新
聞
社
２
社
テ
レ
ビ
局

１
社
で
報
道
放
映
さ
れ
た
前

町
長
の
発
言
で
﹁
西
桂
ウ
ナ

ギ
宅
配
石
田
町
長
関
与
を
認

め
る
発
言
﹂
に
対
し
て
の
質

問
で
、
町
長
は
事
実
で
は
あ

り
ま
せ
ん
と
答
弁
し
、
ま
た
、

事
実
で
な
か
っ
た
な
ら
報
道

機
関
を
告
訴
な
り
偽
証
罪
で

訴
え
る
べ
き
と
の
質
問
に
対

し
、
町
長
は
そ
の
つ
も
り
で

お
り
ま
す
と
答
弁
と
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
後
告
訴
な
り

偽
証
罪
の
訴
え
を
行
っ
た
の

か
問
う
。

町
長

行
っ
て
い
ま
せ
ん
、

弁
護
士
と
相
談
中
で
す
。

委
員
会
意
見

町
長
よ
り
﹁
町
民
の
負

託
を
受
け
た
も
の
と
し

て
今
後
も
職
務
を
全
う
し
た

い
﹂
に
つ
い
て
は
選
挙
後
に

発
覚
し
た
事
件
の
た
め
、
道

義
的
責
任
を
取
っ
て
辞
職
す

べ
き
で
あ
る

金
額
に
し
て
６
，
０
０

０
円
相
当
の
品
物
を
31

名
に
及
ぶ
方
々
へ
妻
一
人
の

判
断
で
贈
っ
た
と
は
一
般
的

に
考
え
て
お
か
し
い

奥
さ
ん
が
議
会
の
解
散

を
匂
わ
す
発
言
を
し
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
町
長
が
ま

っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
も
の

と
は
言
い
難
い

調
査
結
果

委
員
よ
り
、
町
長
が
発

言
し
た
﹁
送
り
先
は
家

族
ぐ
る
み
の
お
付
き
合
い
を

し
て
い
る
友
人
、妻
、私
の
友

人
で
あ
る
こ
と
。﹂
に
つ
い
て

は
、
議
会
と
し
て
承
認
で
き

な
い
事
を
賛
成
多
数
で
確
認

し
た
。ウ

ナ
ギ
の
宅
配
問
題
に

つ
い
て
、
司
直
の
判
断

と
は
別
に
、
町
長
が
発
言
し

た
﹁
自
分
は
一
切
関
与
し
て

い
な
い
、
妻
が
独
自
の
判
断

で
送
っ
た
﹂
事
に
対
し
て
は
、

議
会
の
総
意
と
し
て
到
底
容

認
で
き
な
い
事
を
、
賛
成
多

数
で
確
認
し
た
。

委 員 の 意 見
① 行政運営にも直接かかわるので、贈り先については公表していた
だきたい

② 贈り先は、３１名にも及んでおり選挙との関係についての可否を
問う

③ 石田町長本人名義でウナギのかば焼きセットを贈っているが、
奥さんが独自に贈ったことに対する確認を求める

④ 司直の事情聴取の内容を公表して欲しい
⑤ 公職選挙法違反を知らなかった責任を取り、再度、町民の信を
問うてもらいたい

⑥ 一連の報道に対する信憑性を確認する
⑦ 一連の騒動に対して近隣市町村の信頼について、どの様に考えて
いるのか

など意見が出されました

①

②② ③①



○町制６０周年記念誌作成委託費 ………………７８万円
○要支援者の情報ネットワーク整備経費 ……８９９万円
○ランランランドへの遊具の設置工事費 ……４３０万円
○景観計画策定委託 ……………………………３８１万円
○消防費は東日本大震災で犠牲にった消防団員の公務災害
補償負担金 ……………………………………２６０万円

○都市計画マスタープランの策定 ……………１２３万円
○給食室食堂の修繕経費 …………………………５０万円
○中学校費の体育文化振興補助金 ………………５０万円
○前年度出産育児一時金国庫補助金の返還金 ……４万円
○国庫支出金等返還金の追加 ……………………９９万円
○包括的支援事業費 ………………………………△２万円
○水道水の放射能検査委託料 ………………………６万円

会     計
一   般   会   計
国民健康保険特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
簡 易 水 道 特 別 会 計

２千６２２万円
４万円

９６万円
６万円

１９億２千２８２万円
４億４千１７４万円
２億５千２０５万円

６千９６万円

補 正 額 補正後の予算総額

補正予算（歳入）の主な内容
一般会計       県補助金１千２２９万円   繰越金１千３９２万円 
国民健康保険特別会計 繰越金     ４万円
介護保険特別会計   繰越金    ９６万円
簡易水道特別会計   繰越金     ６万円

補正予算の主な内容

一 般 会 計 補 正 予 算（第４号）

国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

介護保険特別会計補正予算（第１号）

簡易水道特別会計補正予算（第１号）

９月定例・補正予算 賛成全員

­８­

平
成
23
年
９
月
定
例
会
・
連
合
審
査
会

９月定例会
人事案件

監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

︵
全
員
同
意
︶

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意

︵
全
員
同
意
︶

川村重樹 教育長小林千尋 教育委員長

鹿糠光子 教育委員 安富英彦 代表監査委員相沢新七 教育委員長職代理者



一
　
般
　
質
　
問

­９­

滝口新一朗議員 一 般 質 問

一日も早く
真相を明らかに

問答

町
民
へ
の
理
解
は
ど
の
様
に
！

回
覧
版
そ
の
他
で
説
明

問

滝口新一朗 議員滝口新一朗 議員

町
の
自
主
財
源
の
根
幹

と
な
り
ま
す
町
税
は

年
々
落
ち
込
み
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
お
り
、
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
る
今
、
一
連
の
騒

動
に
よ
る
町
行
政
の
停
滞
は

多
く
の
町
民
が
大
変
心
配
し

て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

一
日
も
早
く
真
相
を
明
ら
か

に
し
て
一
連
の
騒
動
を
収
束

し
、
町
行
政
事
務
を
正
常
に

戻
し
、
調
整
発
展
へ
と
つ
な

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ど
の
よ
う
に
真
相
を

明
ら
か
に
し
今
後
の
行
政
事

務
を
、
ど
の
よ
う
な
方
向
に

進
め
て
行
く
お
考
え
か
伺
い

ま
す
。ま
た
、調
査
特
別
委
員

会
等
に
よ
り
、
捜
査
中
と
の

こ
と
で
、
警
察
の
聴
取
が
あ

っ
て
か
ら
、
今
後
は
支
持
者

も
含
め
て
い
ろ
ん
な
場
所
で

お
話
し
し
て
い
き
た
い
と
話

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ど
の

様
に
町
民
の
方
々
へ
理
解
し

て
い
た
だ
く
の
か
伺
い
ま
す
。

私
の
家
族
が
町
内
の
有

権
者
の
方
々
に
お
中
元

を
送
っ
た
件
に
関
し
ま
し

て
、
町
民
の
皆
様
方
に
は
大

変
お
騒
が
せ
す
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
、
衷
心
よ
り
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
妻
が
独

自
の
判
断
で
送
っ
た
こ
と
、

私
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
こ

と
、
送
り
先
は
家
族
ぐ
る
み

の
お
付
き
合
い
を
し
て
い
る

友
人
、妻
、私
の
友
人
で
あ
る

こ
と
な
ど
で
す
。
妻
も
私
も

公
職
選
挙
法
で
政
治
家
の
お

中
元
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
よ

う
な
事
態
に
な
り
深
く
反
省

し
て
お
り
ま
す
。そ
の
上
で
、

町
民
の
負
託
を
受
け
た
も
の

と
し
て
今
後
も
職
務
を
全
う

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

が
、
警
察
の
捜
査
が
現
在
も

行
わ
れ
て
お
り
、
捜
査
に
影

響
を
与
え
か
ね
な
い
た
め
公

の
場
で
は
明
ら
か
に
で
き
な

い
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、

捜
査
に
は
あ
り
の
ま
ま
を
お

話
し
て
お
り
ま
す
。今
後
、司

直
の
判
断
が
な
さ
れ
た
時
点

で
私
の
見
解
を
明
ら
か
に
す

る
所
存
で
お
り
ま
す
。

町
の
行
政
事
務
に
も
真
剣
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
大
き
な

予
算
を
伴
う
事
業
、
調
査
等

が
必
要
な
も
の
な
ど
は
私
の

公
約
と
第
５
次
長
期
総
合
計

画
及
び
主
要
事
業
計
画
と
を

擦
り
合
わ
せ
る
中
で
今
暫
く

時
間
を
い
た
だ
き
、
来
年
度

予
算
の
中
で
対
応
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
決
し
て
町
行

政
が
停
滞
し
て
い
る
と
は
思

っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
今
後

と
も
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

司
直
の
判
断
が
な
さ
れ

た
時
点
で
、
速
や
か
に

議
会
及
び
町
民
へ
の
説

明
を
頂
き
ま
す
様
、
重
ね
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ

の
見
通
し
等
に
つ
き
ま
し
て
、

ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

警
察
の
捜
査
に
は
あ
り

の
ま
ま
に
真
実
を
話
し

協
力
し
て
い
ま
す
。
捜
査
当

局
の
判
断
が
何
時
ど
の
様
に

な
さ
れ
る
か
現
時
点
で
は
、

は
っ
き
り
と
判
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
司
直
の
判
断
が
な

さ
れ
た
ら
、
出
来
る
だ
け
速

や
か
に
、
私
の
方
か
ら
説
明

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

議
会
及
び
町
民
の
皆
様
に
は

回
覧
版
そ
の
他
で
ご
説
明
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

町長

再質問

町長



台
風
12
号
の
被
害
状
況
と

堰
堤
工
事
の
要
望

去
る
９
月
１
日
の
台
風
12

号
に
伴
う
大
雨
に
よ
り
、
倉

見
区
12
隣
保
の
町
民
グ
ラ
ン

ド
下
の
住
民
40
世
帯
に
対
し

て
、
町
よ
り
避
難
勧
告
命
令

が
発
令
さ
れ
、
一
部
の
住
民

の
方
々
が
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
へ
避

難
し
ま
し
た
。

町
に
お
い
て
は
８
月
31
日

か
ら
９
月
４
日
に
か
け
て
５

７
７
㍉
の
総
雨
量
を
記
録
し
、

一
部
が
け
崩
れ
な
ど
が
発
生

し
ま
し
た
が
幸
い
大
き
な
被

害
も
な
く
、
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
各
区
の
区
長
や
区
民
の

皆
様
、
消
防
団
の
方
々
に
は

感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
受
け
て
９
月

30
日
に
は
町
長
が
国
会
の

衆
・
参
議
院
会
館
を
訪
問
し
、

衆
議
院
議
員
の
坂
口
岳
洋
氏

ら
に
砂
防
堰
堤
工
事
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
た
い
旨
の
陳

情
を
行
い
ま
し
た
。

更
に
、
町
議
会
か
ら
も
現

地
視
察
を
強
力
に
要
請
し
た

国
会
議
員
に
よ
る
災
害
現
地
視
察
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去
る
９
月
１
日
の
台
風
12

号
に
伴
う
大
雨
に
よ
り
、
倉

見
区
12
隣
保
の
町
民
グ
ラ
ン

ド
下
の
住
民
40
世
帯
に
対
し

て
、
町
よ
り
避
難
勧
告
命
令

が
発
令
さ
れ
、
一
部
の
住
民

の
方
々
が
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
へ
避

難
し
ま
し
た
。

町
に
お
い
て
は
８
月
31
日

か
ら
９
月
４
日
に
か
け
て
５

７
７
㍉
の
総
雨
量
を
記
録
し
、

一
部
が
け
崩
れ
な
ど
が
発
生

し
ま
し
た
が
幸
い
大
き
な
被

害
も
な
く
、
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
各
区
の
区
長
や
区
民
の

皆
様
、
消
防
団
の
方
々
に
は

感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
受
け
て
９
月

30
日
に
は
町
長
が
国
会
の

衆
・
参
議
院
会
館
を
訪
問
し
、

衆
議
院
議
員
の
坂
口
岳
洋
氏

ら
に
砂
防
堰
堤
工
事
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
た
い
旨
の
陳

情
を
行
い
ま
し
た
。

更
に
、
町
議
会
か
ら
も
現

地
視
察
を
強
力
に
要
請
し
た

倉見町民グランド危険箇所現地視察

国会議員による災害現地視察国会議員による災害現地視察

台
風
12
号
の
被
害
状
況
と

堰
堤
工
事
の
要
望

と
こ
ろ
、
日
程
そ
の
他
の
調

整
を
重
ね
た
結
果
、
10
月
13

日
に
衆
議
院
議
員
坂
口
岳
洋

氏
が
来
町
さ
れ
現
地
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
倉
見
区
長
さ
ん

を
始
め
倉
見
区
の
農
業
委
員

さ
ん
や
倉
見
12
隣
保
の
方
々

に
も
現
地
案
内
を
し
て
頂
き

航
空
写
真
や
現
地
図
面
な
ど

に
よ
る
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

町
長
は
公
務
に
て
不
在
の

中
、
議
会
で
は
正
副
議
長
を

始
め
総
務
常
任
委
員
及
び
建

設
文
教
常
任
委
員
が
町
職
員

と
共
に
出
席
し
、
人
命
尊
重

及
び
家
屋
の
損
壊
等
の
未
然

防
止
の
観
点
か
ら
、
早
急
に

砂
防
堰
堤
工
事
を
実
施
し
て

下
さ
る
よ
う
要
望
書
を
坂
口

議
員
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

町
議
会
で
は
、
今
後
も
町

と
共
に
地
域
防
災
力
の
強
化

に
努
め
、
防
災
対
策
の
充
実

を
図
っ
て
行
き
ま
す
。

と
こ
ろ
、
日
程
そ
の
他
の
調

整
を
重
ね
た
結
果
、
10
月
13

日
に
衆
議
院
議
員
坂
口
岳
洋

氏
が
来
町
さ
れ
現
地
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
倉
見
区
長
さ
ん

を
始
め
倉
見
区
の
農
業
委
員

さ
ん
や
倉
見
12
隣
保
の
方
々

に
も
現
地
案
内
を
し
て
頂
き

航
空
写
真
や
現
地
図
面
な
ど

に
よ
る
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

町
長
は
公
務
に
て
不
在
の

中
、
議
会
で
は
正
副
議
長
を

始
め
総
務
常
任
委
員
及
び
建

設
文
教
常
任
委
員
が
町
職
員

と
共
に
出
席
し
、
人
命
尊
重

及
び
家
屋
の
損
壊
等
の
未
然

防
止
の
観
点
か
ら
、
早
急
に

砂
防
堰
堤
工
事
を
実
施
し
て

下
さ
る
よ
う
要
望
書
を
坂
口

議
員
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

町
議
会
で
は
、
今
後
も
町

と
共
に
地
域
防
災
力
の
強
化

に
努
め
、
防
災
対
策
の
充
実

を
図
っ
て
行
き
ま
す
。



一

般

質

問
（
追
跡
）
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一般質問のその後

あの質問はどうなったずら
多
く
の
事
業
費
の
か
か
る
工
事
に
つ
い
て
は
、
直
接
県

で
行
う
か
、
同
時
に
委
託
金
の
増
額
や
補
助
金
等
、
県
に
要

望
し
、
県
と
共
に
三
ツ
峠
の
登
山
道
整
備
を
進
め
て
い
く

の
が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
は
な
い
か
。

三
ツ
峠
の
登
山
道
整
備
は
、

県
か
ら
緊
急
雇
用
創
出
事
業

に
よ
る
補
助
金
８
０
０
万
円

を
い
た
だ
き
離
職
し
た
非
正

規
労
働
者
、
中
高
年
齢
者
等

を
５
人
雇
用
し
、
草
刈
等
に

よ
る
登
山
道
整
備
を
図
り
ま

し
た
。

主
な
整
備
と
し
て
①
登
山

道
入
口
か
ら
山
頂
に
か
け
て

傾
斜
地
の
き
つ
い
場
所
に
登

山
者
の
転
倒
防
止
及
び
安
全

確
保
の
た
め
の
風
倒
木
等
を

利
用
し
た
階
段
を
設
置
し
ま

し
た
。
②
崩
落
し
て
い
た
八

十
八
大
師
付
近
の
石
仏
の
復

元
を
行
い
ま
し
た
。
③
風
倒

木
や
転
石
な
ど
に
よ
る
登
山

に
妨
げ
と
な
る
障
害
物
を
除

去
し
ま
し
た
。
④
八
十
八
大

師
付
近
か
ら
屏
風
岩
に
か
け

て
の
崩
落
個
所
な
ど
危
険
な

場
所
に
は
、
落
下
防
止
の
た

め
に
鉄
柱
杭
と
ロ
ー
プ
を
設

置
し
ま
し
た
。
⑤
八
十
八
大

三
ツ
峠
に
つ
い
て
は
、
現
在
だ
る
ま
石
手
前
ま
で
の
町

有
地
を
含
む
登
山
道
の
整
備
を
完
了
し
て
い
ま
す
が
、
だ

る
ま
石
か
ら
山
頂
に
か
け
て
は
富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園

に
指
定
さ
れ
て
い
る
上
、
県
有
地
の
た
め
、
町
に
よ
る
登

山
道
整
備
は
で
き
ず
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
県
に
登
山
道
や
景
観
の
整
備
な
ど
の
要
望
を

行
っ
て
結
果
、
平
成
22
年
度
に
８
０
０
万
円
の
１
０
０
％

補
助
を
い
た
だ
く
中
で
、
県
観
光
資
源
課
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
雇
用
の
創
出
と
安
全
で
安
心
、
楽
し
く
登
れ
る

登
山
道
整
備
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

三
ツ
峠
登
山
道
整
備
は

22
年
度
に
県
の
補
助
を

頂
き
対
応

き
れ
い
に
整
備
さ
れ
ま
し
た

依田石材さんのボランティアによって修復された八十八大師

質
問

答
弁

現状

平
成
22
年
３
月
 定
例
会

⑦
降
雨
の
流
下
に
よ
り
洗
掘

を
起
こ
し
埋
没
さ
れ
て
い
る

階
段
に
つ
い
て
の
復
元
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り

見
違
え
る
ほ
ど
綺
麗
な
登
山

道
整
備
が
図
れ
ま
し
た
。

師
付
近
か
ら
屏
風
岩
に
か
け

て
の
個
所
で
草
に
よ
り
狭
く

な
っ
て
い
る
登
山
道
の
草
刈

り
を
行
い
ま
し
た
。
⑥
降
雨

の
流
下
に
よ
り
洗
掘
を
起
こ

し
て
い
る
個
所
に
つ
い
て
は
、

排
水
個
所
を
設
け
ま
し
た
。

跡追跡



西
桂
町
議
会
で
は
、
議
会

だ
よ
り
を
通
じ
て
町
議
会
や

町
に
望
む
こ
と
、
議
会
だ
よ

り
を
読
ん
だ
感
想
な
ど
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意

見
・
ご
感
想
な
ど
を
今
後
の

議
会
活
動
に
反
映
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、積
極
的
な
ご

参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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み
ん
な
の
声

クイズ正解者のうち抽選で10名の方に、
町の特産品をプレゼントします。

プレゼントクイズ

応募方法：①～③の答えの数字と住所、氏名、
電話番号、議会だよりを読んだご意見ご感想を書
いて、はがき、FAX、E‑Mailにてご応募ください。
締切は12月10日（当日消印有効）です。当選者
の発表は発送をもって代えさせていただきます。

〒403‑0022 西桂町小沼1501‑1
西桂町議会広報編集委員会
TEL 0555‑25‑2121 FAX 0555‑20‑2015
E‑Mail gikai@town.nishikatsura.yamanashi.jp

写真募集中 採用された方には記念品を贈呈

問題：22年度一般会計決算の内、町民
一人あたり人件費は年間いくら
掛かりましたか?

答え ① 78,097円
② 78,527円

③ 81,787円

●事務局より 議会議事録のインターネット公開が遅れており心よりお詫び申し上げます。今後は出来るだけ早い公開に努めて参ります。
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地
域
で
活
躍
す
る
団
体
を
訪
ね
て

その48

町の母子保健事業の子育てセミナー 町の母子保健事業の子育てセミナーで託児を行っている様子

問

会
員
と
そ
の
人
数
は
。

鹿
糠
さ
ん

基
本
的
に
は
西

桂
町
の
全
世
帯
の
女
性
が
対

象
で
あ
り
７
３
６
名
で
あ

り
、
役
員
は
班
長
以
上
が
42

名
で
す
。

問

活
動
内
容
は
。

鹿
糠
さ
ん

毎
月
１
度
定
例

会
を
開
催
し
、
子
育
て
支
援

活
動
や
母
子
保
健
事
業
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん

健
康
づ
く
り
の
集

い
で
は
骨
密
度
の
測
定
を
行

い
ま
し
た
。

問

何
か
望
む
こ
と
は
。

鹿
糠
さ
ん

年
々
会
員
数
が

減
少
し
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を

通
し
て
愛
育
会
の
必
要
性
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
も
っ
と

若
い
お
母
さ
ん
方
が
中
心
に

な
っ
て
参
加
さ
れ
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。

問

今
後
の
目
標
は
。

鹿
糠
さ
ん

行
政
と
一
緒
と

な
っ
て
、
地
域
の
母
と
子
の

健
康
を
守
り
、健
康
づ
く
り
、

人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
愛

育
会
を
、
多
く
の
方
々
に
理

解
し
て
頂
き
組
織
の
拡
大
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

西
桂
町
愛
育
会

西
桂
町
愛
育
会

西
桂
町
愛
育
会

会
長
　
鹿
糠
光
子
　

会
長
　
鹿
糠
光
子
　

［
取
材
 
鈴
木
孝
子
・
滝
口
新
一
朗
］西桂町愛育会の皆さんと西桂町愛育会の皆さんと

次の定例会は12 月です。

傍聴してみませんか。

議会だよりや議会全般、町行政についてのご質問・ご意
見・ご感想をお待ちしています。寄せられましたご質問・
ご意見等には議会広報編集委員が責任を持ってお答えい
たしますので、下記までお寄せください。

〒403‑0022 西桂町議会広報編集委員会
TEL 0555‑25‑2121 FAX 0555‑20‑2015
E‑Mail gikai@town.nishikatsura.yamanashi.jp



編
集
委
員
長
　
前
田
　
親
保

副
委
員
長
　
渡
辺
　
　
隆

委
　
　
員
　
鈴
木
　
孝
子

委
　
　
員
　
佐
藤
　
勝
男

委
　
　
員
　
滝
口
新
一
朗

発行人／西桂町議会議長 郷田和美    編集／西桂町議会広報編集委員会

日
ご
と
に
秋
も
深
ま
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
長
く
景
気

低
迷
の
状
態
に
あ
っ
た
日
本

経
済
に
お
い
て
、
月
例
経
済

報
告
で
は
、﹁
東
日
本
大
震
災

の
影
響
に
よ
り
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
る
も
の
の
、

持
ち
直
し
て
い
る
﹂
と
し
て

前
月
の
表
現
を
据
え
置
い
て

お
り
、
ま
さ
に
景
気
の
先
行

き
は
不
透
明
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
今
後
も
注
視
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
議
会
に
も
多
く
の

皆
様
の
声
を
い
た
だ
き
、
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

ご
意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

︵
渡
辺
　
隆
︶

西 桂

日赤による救護訓練日赤による救護訓練

子育て創生事業のソバ打ち体験子育て創生事業のソバ打ち体験

子育て創生事業の手織体験子育て創生事業の手織体験

保育所祖父母の会保育所祖父母の会保育所夕市保育所夕市


